
出来形検査システム（RC構造物、土工等） 

 

 

１．事例概要 

 従来の出来形検査は、テープやトータルステーション（以下ＴＳ）等を使用して構造物の寸法測定を

行い，設計図面との整合を確認するため、作業者が複数人必要で作業時間も長くなることが一般的であ

る。そこで本事例では、自動追尾式ＴＳ（杭ナビ）、現場計測アプリ(FIELD-TERRACE)を活用し、受注者

職員１人で橋台下部工の出来形確認を行った。また、BIM/CIM モデルを受発注者間で共有するクラウド

システム(CIMPHONY Plus)に出来形計測した座標値をアップロードし、ウェアラブルカメラ（Safie 

Pocket2）、または Teamsや ZOOM等の通信サービスを併用することで発注者と出来形確認状況や結果を共

有する遠隔立会を実施した。これによって受発注者間での会話が可能となり、発注者は遠隔で現場状況

を確認しながら、計測箇所の詳細な指示等を出すことができる。 

 

表－１ システム概要 

現場計測アプリ 
FIELD-TERRACE 

データ共有クラウド
サービス 

CIMPHONY Plus 

杭ナビ等の自動追尾

TSや GNSSローバー

と接続し、土木施工

現場での位置出しや

計測作業を効率化す

る現場向け Android

アプリ。 

インターネット上で

土木施工現場の様々

なデータ(図面/座標

/3Dモデル/点群)を

共有･可視化できる

クラウドサービス。 

 

 

 

 

 

株式会社大林組 シリアル NO 230403 

現場計測機器・アプリとクラウドシステムによる出来形検査の効率化 

取り組み事例分類 

3D 測量 UAV BIM/CIM VR・AR・MR 

自動・自律 ICT 建機 ロボット GNSS 

遠隔臨場 情報共有システム 書類・掲示の電子化 AI 

その他（  ）    

適用施工プロセス 
測量 設計 施工 維持管理 

その他（教育） その他（事務業務）   

発注者の採用効果 品質 施工 
コスト 

縮減 
工期短縮 

安全性 

向上 

労働時間

短縮 
普及効果 PR 効果 

受注者の採用効果 品質 施工 
コスト 

縮減 
工期短縮 

安全性 

向上 

労働時間

短縮 
普及効果 PR 効果 

図－１ 機器概要 

杭ナビ Safie Pocket2 

FIELD-TERRACE 端末 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ システム概要図 

 

２．採用の効果 

自動追尾式トータルステーションを用いることで現場において受注者の職員が一人での計測作業を行

うことが可能となり、作業時間が大幅に短縮される。計測機材もＴＳの一種であるため計測精度も高い。

また土工の出来形検査等には、自動追尾式ＴＳの代わりに GNSS ローバーを用いることで更に作業を簡

素化できる。上記の計測結果は、クラウドシステムを介して遠隔にいる発注者と即時に共有されるため、

発注者は現場に行かなくても出来形検査が可能となり、従来の出来形検査と比較して受発注者ともに人

員と時間を大幅に節約できることが確認されている。 

 

３．課題 

 現在は、クラウドシステム(CIMPHONY Plus)に上がってくる座標値を使用して出来形調書を別途作成す

る必要がある。出来形計測後、クラウドシステム内でそのまま調書作成ができれば、さらなる省力化に

繋がる。調書については発注機関ごとの様式に対応する必要があるため、現在メーカー側で開発を進め

ている。なお、ウェアラブルカメラについては音声が不安定という課題があったが、最新機種である

Safie Pocket2+では大幅に改善されている。 

 

４.他社への提供が可能な技術 

【本技術に関する問合せ先】 

福井コンピュータ株式会社 営業部 平山雅浩 

TEL：080-1952-3984、E-mail：hirayama.m@fcgr.jp 
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